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日本工業規格         JIS 
             C 9029-1：2006 

可搬形電動工具の安全性－第 1 部：一般要求事項 
正 誤 票 

区分 位 置 誤 正 

2.10 
 

－ X形取付け 容易に交換できるように 
  した電源コードの取付方法。 
  備考1. 電源コードは，特別に製作した

もので，製造業者又はその代理

店から入手可能なものであっ

てもよい。 
    2. 特別に製作したコードには，工

具の一部を含むこともある。 

－ X形取付け 容易に交換できるように 
  した電源コードの取付方法。 
  備考1. 電源コードは，特別に製作した

もので，製造業者又はその代理

店から入手可能なものであっ

てもよい。 
    2. 特別に製作したコードには，工

具の一部を含むこともある。 

注(2) …。 
    クラスA，クラスE，クラスB，ク

    ラスF又はクラスHの…。 

注(2) …。 
    クラスA，クラスE，クラスB，ク

    ラスF又はクラスHの…。 

注(4) この限度値は，該当する日本工業規

   格又は…。 
注(4) この限度値は，該当する日本工業規

   格又は…。 

注(5) この限界は…日本工業規格又は…。 注(5) この限界は…日本工業規格又は…。

表2 

注(7) 熱可塑材については，28.1又は28.2の

   試験を行えるように温度上昇を求め

   る。 

注(7) 熱可塑材については，28.1又は28.2の

   試験を行えるように温度上昇を求め

   る。 

a) 11.3の試験によって…。 a) 11.3の試験によって…。 11.6 

e) 次いで，試料に14.3に規定する…。 e) 次いで，試料に14.3に規定する…。 

12.2 備考3. 漏えい電流の測定に適切な回路の

詳細を，附属書IAに示す。 
備考3. 漏えい電流の測定に適切な回路の

詳細を，附属書IAに示す。 

24.11  X形取付け用の端子を設ける場合，…。  X形取付け用の端子を設ける場合，…。 

本体 

24.14  X形取付け用の端子及び端子部は，…。  X形取付け用の端子及び端子部は，…。 

附属書1 
2. 定義の 
(Ⅳ)の技術 
的差異の 
内容の欄 

3.15 クラス0I機器 2.15 クラス0I工具 附属書 
 
 
 
 
 
 附属書1 

2.10 
記載なし 
（項目番号）2. 定義の下に追加 

別途 
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区分 位 置 誤 正 
附属書1 
11.5 表2 
及び11.6 

記載なし 
（項目番号）11. 温度上昇の下に追加 

別途 

附属書1 

12.2 
記載なし 
（項目番号）12. 漏えい電流の下に追加 

別途 

附属書 
 
 
 
 
 
 附属書1 

24.11及び 

24.14 

記載なし 
（項目番号）24. 外部導体用端子の下に追加

別途 

平成 19 年 9 月 3 日作成 



 

別
途

 

（
項

目
番

号
）

2.
 定

義
の

下
に

追
加

 

 
2.

10
 

  
電

源
コ

ー
ド

 
 

2.
10

 
－

 
X

形
取

付
け

：
特

別
な

準
備

を
要

求
し

な
い

可
と

う
コ

ー
ド

に
よ

っ
て

，
特

殊

工
具

の
使

用
な

し
で

容
易

に
交

換
で

き
る

可
と

う
コ

ー
ド

の
取

付
方

法
 

 

M
O

D
/変

更
 

－
 

X
形

取
付

け
 

容
易

に
交

換
で

き
る

よ
う

に
し

た
電

源
コ

ー
ド

の
取

付
方

法
。

 
備

考
1.

 
電

源
コ

ー
ド

は
，
特

別
に

製
作

し
た

も

の
で

，
製

造
業

者
又

は
そ

の
代

理
店

か
ら

入
手

可

能
な

も
の

で
あ

っ
て

も

よ
い

。
 

 
2.

 
特

別
に

製
作

し
た

コ

 
ー

ド
に

は
，

工
具

の
一

部

 
を

含
む

こ
と

も
あ

る
。

 

コ
ー

ド
交

換
方

式
に

つ
い

て
，

 
家

電
規

格
の

JI
S 

C
 9

33
5-

1 
（

IE
C

 6
03

35
-1

）
に

合
わ

せ
た

こ

と
か

ら
X

形
取

付
け

の
定

義
を

変

更
す

る
。

 

 （
項

目
番

号
）

11
. 

温
度

上
昇

の
下

に
追

加
 

 
11

.5
 

表
2 

注
(2 ) 

 
11

.5
 

表
2 

注
(2 )

ク
ラ

ス
A

，
ク

ラ
ス

E，
ク

ラ
ス

B
又

は
ク

ラ
ス

F
の

絶

縁
材

以
外

の
材

料
で

絶
縁

さ
れ

た
巻

線
に

つ
い

て
は

，

限
界

が
規

定
さ

れ
て

い
な

い
が

，
そ

れ
ら

の
巻

線
は

11
.6

の
試

験
に

耐
え

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

M
O

D
/修

正
 

ク
ラ

ス
A

，
ク

ラ
ス

E，
ク

ラ
ス

B
，

ク
ラ

ス
F

又
は

ク

ラ
ス

H
の

絶
縁

材
以

外
の

材
料

で
絶

縁
さ

れ
た

巻
線

に
つ

い
て

は
，

限
界

が
規

定

さ
れ

て
い

な
い

が
，

そ
れ

ら

の
巻

線
は

11
.6

の
試

験
に

耐
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

ク
ラ

ス
H

は
，

ク
ラ

ス
A

等
と

同

様
に

表
2

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い

る
。

IE
C

規
格

の
記

載
漏

れ
の

た

め
，

修
正

す
る

。
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別
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（
項

目
番

号
）

11
. 

温
度

上
昇

の
下

に
追

加
（

続
き

）
 

 
注

(4 ) 
 

11
.5

 
表

2 
注

(4 )

こ
の

限
度

値
は

，
該

当
す

る

IE
C

規
格

に
適

合
す

る
ケ

ー

ブ
ル

，
コ

ー
ド

及
び

配
線

に

適
用

す
る

。
 

M
O

D
/追

加
 

こ
の

限
度

値
は

，
該

当
す

る

日
本

工
業

規
格

又
は

IE
C

規
格

に
適

合
す

る
ケ

ー
ブ

ル
，

コ
ー

ド
及

び
配

線
に

適

用
す

る
。

 

JI
S

電
線

も
IE

C
電

線
と

同
様

に

扱
う

。
 

 

注
(5 ) 

 
11

.5
 

表
2 

注
(5 )

こ
の

限
界

は
高

温
ケ

ー
ブ

ル
，

コ
ー

ド
及

び
ワ

イ
ヤ

に

関
す

る
IE

C
規

格
が

発
行

次
第

，
直

ち
に

適
用

可
能

と

な
る

。
 

M
O

D
/
追

加
こ

の
限

界
は

高
温

ケ
ー

ブ

ル
，

コ
ー

ド
及

び
ワ

イ
ヤ

に

関
す

る
日

本
工

業
規

格
又

は
IE

C
規

格
が

発
行

次
第

，

直
ち

に
適

用
可

能
と

な
る

。

JI
S

電
線

も
IE

C
電

線
と

同
様

に

扱
う

。
 

 

11
.5

 
表

2 

注
(7 ) 

 
11

.5
 

表
2 

注
(7 )

28
.1

又
は

28
.2

の
試

験
に

耐

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
熱

可
塑

材
に

限
度

値
は

規
定

さ
れ

て
い

な
い

が
，

そ
の

目

的
の

た
め

に
温

度
上

昇
が

決
定

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

M
O

D
/
変

更
熱

可
塑

材
に

つ
い

て
は

，

28
.1

又
は

28
.2

の
試

験
を

行
え

る
よ

う
に

温
度

上
昇

を
求

め
る

。
 

熱
可

塑
性

材
料

に
つ

い
て

温
度

限

度
を

規
定

し
た

た
め

，
こ

の
注

の

記
述

を
変

更
す

る
。

 
 

11
.6

 
 

 
11

.6
 

1)
 1

1.
2

の
試

験
に

よ
っ

て

巻
線

の
温

度
上

昇
を

測
定

す
る

。
 

5)
 次

い
で

，
試

料
に

14
.2

に
規

定
す

る
湿

度
処

理
を

施
す

。
 

M
O

D
/修

正
 

a)
 

11
.3

の
試

験
に

よ
っ

て

巻
線

の
温

度
上

昇
を

測
定

す
る

。
 

e)
 次

い
で

，
試

料
に

14
.3

に
規

定
す

る
湿

度
処

理
を

施
す

。
 

IE
C

規
格

の
引

用
項

番
号

が
適

切

で
な

い
た

め
修

正
す

る
。
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別
途

 

（
項

目
番

号
）

12
. 

漏
え

い
電

流
の

下
に

追
加

 

 
12

.2
 

備
考

 3
. 

 
12

.2
 

備
考

 
3 

漏
え

い
電

流
の

測
定

に
適

切
な

回
路

の
詳

細
を

，
附

属

書
D

に
示

す
。

 

M
O

D
/修

正
 

漏
え

い
電

流
の

測
定

に
適

切
な

回
路

の
詳

細
を

，
附

属

書
IA

に
示

す
。

 

IE
C

規
格

の
引

用
附

属
書

が
適

切

で
な

い
た

め
修

正
す

る
。

 

 （
項

目
番

号
）

24
. 

外
部

導
体

用
端

子
の

下
に

追
加

 

 
24

.1
1 

 
 

24
.1

1
X

形
取

付
け

用
の

端
子

及
び

M
形

取
付

け
用

の
端

子
を

設
け

る
場

合
，

各
端

子
は

対

応
す

る
異

極
性

の
端

子
の

近
く

に
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

M
O

D
/修

正
 

X
形

取
付

け
用

の
端

子
を

設
け

る
場

合
，

各
端

子
は

対

応
す

る
異

極
性

の
端

子
の

近
く

に
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

2.
定

義
に

お
い

て
，

M
形

取
付

け
用

を
X

形
取

付
け

用
に

含
め

た
た

め
，

M
形

取
付

け
用

の
記

述
を

削
除

す

る
。

 
 

24
.1

4 
 

 
24

.1
4

X
形

取
付

け
用

の
端

子
，

端

子
部

，
及

び
適

用
で

き
る

場

合
M

形
取

付
け

は
，導

体
を

取
り

付
け

た
と

き
に

，
よ

り

線
の

素
線

が
1

本
は

み
出

し

て
も

，
充

電
部

と
可

触
金

属

部
と

の
間

及
び

ク
ラ

ス
Ⅱ

工
具

に
つ

い
て

は
，

充
電

部

と
付

加
絶

縁
だ

け
で

可
触

金
属

部
か

ら
分

離
さ

れ
て

い
る

金
属

部
と

の
間

の
偶

然
の

接
続

の
危

険
が

な
い

配
置

又
は

遮
へ

い
を

す
る

。
 

M
O

D
/修

正
 

X
形

取
付

け
用

の
端

子
及

び
端

子
部

は
，

導
体

を
取

り

付
け

た
と

き
に

，
よ

り
線

の

素
線

が
1

本
は

み
出

し
て

も
，

充
電

部
と

可
触

金
属

部

と
の

間
及

び
ク

ラ
ス

Ⅱ
工

具
に

つ
い

て
は

，
充

電
部

と

付
加

絶
縁

だ
け

で
可

触
金

属
部

か
ら

分
離

さ
れ

て
い

る
金

属
部

と
の

間
の

偶
然

の
接

続
の

危
険

が
な

い
配

置
又

は
遮

へ
い

を
す

る
。

 

2.
定

義
に

お
い

て
，

M
形

取
付

け
用

を
X

形
取

付
け

用
に

含
め

た
た

め
，

M
形

取
付

け
用

の
記

述
を

削
除

す

る
。

 
 

  

 
C 9029-1：2006 正誤票

5 


